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例　言
１．本書は、佐渡市が平成 19 年度から平成 23 年度にかけて新潟県の世界遺産登録推進事業を受けて実施した寺院建造
　　物悉皆調査の成果をまとめた報告書である。
２．本調査は佐渡市が実施し、株式会社グリーンシグマに調査業務を委託した。
３．調査・報告書執筆にあたり、佐渡金銀山遺跡調査委員会、佐渡市歴史文化遺産群保存活用検討委員会、佐渡金銀山
調査指導委員会および新潟県教育庁文化行政課の指導・助言を受けた。
４．調査に係る資料は、すべて佐渡市が保管・管理している。
５．本書内において、以下を便宜上定めた。
・「第Ⅲ章　悉皆調査」における各建造物の名称、所在地は既存文献に従った。名称が不明なものは便宜上の名称
　を付し、所在地番が不明なものは大字までを表記した。「第Ⅳ章　詳細調査」以降では、寺院建造物の所有者や
　管理者および檀家総代への聞取りによって上記を補足した。なお、建造物に別称があるものは（　）書きで併記
　した。所在地の末尾には旧市町村名を［　］書きで地区名として示した。
・「第Ⅲ章　悉皆調査」における各寺院の宗派は既存文献に従い、一部聞取りにより補足を行った。「第Ⅳ章　詳細
　調査」以降では、各建造物の宗旨毎における傾向の把握を目的として宗旨により分類した。なお、単立寺院は旧
　宗旨を（　）書きで明記した。
・建築年代は史料から得られる情報と建造物本体の構造・意匠等から総合的に判断した。なお、建築年代を推定と
　したものは、原則として１世紀を凡そ３等分し「前期」「中期」「後期」と表記した。但し、推定される建築年代
　がより詳細に区分できるものは上記に係わらず、「頃」「前半」「後半」等の文言を付した。
・本文、図面共に表示寸法は原則として尺貫法を用いた。但し、建物規模を示す「間数」は平面図上で最も長い引
　通し寸法における柱間の数をあらわす。
・各室名称は「第Ⅴ章　全体評価」における解説の統一性を鑑み、利用実態を考慮した便宜上の名称に統一し、漢
字表記とした。一部、聞取りによって得られた室名称はカナ表記とし、（　）
書きで付した。
・「第Ⅵ章　個別評価」における各建造物の平面図は規模の比較を考慮し、
　全て縮尺 1/200 で掲載した。なお、各平面図の凡例は右記の通りとした。
・史料名称は「　」書き、出版物名称は『　』書きで示し、編著者、出版
　年は巻末の引用・参考文献に掲載した。なお、引用・参考文献は編著者
　名の 50 音順で並べた。
６．本書は編集を株式会社グリーンシグマ、監修を佐渡市世界遺産推進課が行った。本文執筆・写真撮影・図版作成に
　　関する担当は以下の通りである。
　　　第Ⅰ章　調査の概要  　 佐渡市世界遺産推進課
　　　第Ⅱ章　佐渡市の概要 　 　　　　 佐渡市世界遺産推進課
　　　第Ⅲ章　悉皆調査  　 株式会社グリーンシグマ
　　　第Ⅳ章　詳細調査  　 株式会社グリーンシグマ
　　　第Ⅴ章　全体評価  　 株式会社グリーンシグマ
　　　第Ⅵ章　個別評価  　 株式会社グリーンシグマ
　　　　口絵、本文写真、平面図作成          株式会社グリーンシグマ
　　　　史料調査、棟札翻刻  　 佐渡市世界遺産推進課　　　　
７．本調査に際して、寺院建造物の所有者および管理者をはじめ多くの方々より多大なご協力・ご教示をいただいた。
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